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植
民
地
の
財
政
政
策
に
就
き
て

(
四

)

P

■

山

本

美

越

乃

植
民
地

に
於
け
る
内
地
消
費
税
賦
課

の
問
題
に
關
囃
し
て
弦

に
注
意
す

べ
き
は
、
母
国
及
植
民
地

に
統

　
的
の

關
視
制
度
の
行
は
る
る
場
合

に
は
、
同
種
の
貨
物
に
謝
し
て
は
其
の
消
費
税
の
賦
課
を
も
亦
同

一
に
な
す
に
非
す

ん
ば
、
負
推
の
輕
き
孰
れ
か

}
方
の
貨
物
は
負
措
の
重
き
他
方
の
市
場

弔
侵
入
し
て
競
争
を
試
む
る
の
虞
れ
な
し

ε
せ
す
、
故
に
此
の
如
き
場
合
に
は
母
国
及
植
民
地
に
於
て
同
率
の
消
費
税
を
課
し
、
以
て
其
の
弊
を
防
止
せ
ざ

る
可
か
ら
す

蓬
の
見
解
な
き
に
非
ざ
る
こ
巴
暴
れ
な
り
、
撚
れ
こ
も
既

に
遊

べ
た
る
が
如
く
経
濟
上
の
貴
方
を

一

に
せ
ざ
る
植
民
地

に
謝
し
て
母
国
ご
同
率

の
課
視
制
度
を
施
行
す
る
こ
ご
は
、
植
民
地
産
業
の
獲
達
を
妨
げ
住
民

分
生
活
を
困
難
な
ら
し
む
る
所
以
に
し
て
、
蕾

に
植
民
地
自
髄

に
打
撃
を
與
ふ
る
の
み
な
ら
ず
延
て
母
国
に
不
利

を
齎
す
も
の
た
り
、
故
に
母
国
及
植
民
地

に
同

一
の
關
税
制
度
の
行
は
る
る
所
に
在
り
て
は
、
斯
か
る
競
争

の
防

止
策

に
付

き
て
頗

る
苦

一6
し
つ
つ
あ
b
、
例

へ
ば
佛
國
の
植
民
地
中
毒
國
の
開
枕
牽
の
適
用
せ
ら
る
る
所

に
於
て

は
、
多
く
は
内
地
消
費
視
の
課
税
物
禮
を
異
に
し
、
適
ま
同
種
の
貨
物
の
存
す
る
場
合

に
は
、
特
別
の
制
度
を
設

ぐ
る
こ
ご
に
依
b
て
競
争

の
弊
を
防
止
せ
ん
こ
ε
に
注
意
せ
り
、
帥
ち
煙
草
の
如
き
は
母
國
に
於
て
は
專
費
制
度

,
論

説

植
民
地
の
財
政
政
策
に
就
看
て
(四
)

第
十
二
巻

(第
二
號

九
五
)

二
八
七

幽



論

説

植
民
地
の
財
政
政
策
に
戯
者
て
(四
)

第
十
二
巻

〔第
二
號

九
六
)

二
八
入

に
依
る
も
、

植
民
地
に
於
て
は
冤
許
挽
及
消
費
税

の

制
度
に
依
り
、

叉
酒
精
飲
料
の
如
き
は

關
視
及
内
地
消
費

税
以
外
に
別
に
入
市
視

.
(0
6喋
o
C

の
制
度
に
依
り
、
、互

に
其

の
産
物
を

保
護
し
て

衝
突
を

避
け
し
め

っ
っ
あ

り
o我

が
國

の
統

一
關
視
歴
域
籠
る
植
民
地
殊
に
毫
灘

に
甥
し
て
従
来
探
り
た
る
方
針
は
、
同
種
の
貨
物
に
付
き
て

は
植
民
地
に
於
て
母
国
に
於
け
る
ご
同
率
以
上
の
課
税
を
爲
す

に
非
す

ん
ば
之
を
母
国
に
移
入
す
る
を
許

さ
す
、

此
く
し
て
低
廉
な
る
同
種
の
植
民
地
産
物
の
移
入
に
…劃
し
て
母
國
の
産
物
を
擁
護
す
る
ε
共

に
、
叉
母
国
の
消
費

挽
及
専
費
制
度
よ
り
生
す
る
牧
人
の
減
少
を
防
止
せ
ん
遣
す

る
の
方
針
に
出
で
た
る
結
果
、
或
種
の
貨
物

【例

へ

ば
砂
糖
。
石
油
・織
物
等
)
に
は
母
国
ε
同
率

の
消
費
税
を
課
し
、
他

の
貨
物

に
は
塁
灘
特
有
の
浩
費
視
を
課
す
る

が
如

き
複
雑
し
だ
る
制
度
を
生
ぜ
し
む
る
に
至
れ
b
。

母
国
及
植
民
地
に
原
則

ε
し
て
同
牽
の
内
地
消
費
税
を
賦
課
す
る
制
度

の
非
な
る
所
以
は
既

に
述

べ
た

る
所
の

如
く
な
る
を
以
て
、
此

の
非
理
を
避
く
る
ご
共
に
叉
.低
廉
な
乃
植
民
地
産
物
の
移
入
に
因
b
て
母
國
の
財
政
上

に

及
ぼ
す
不
利
の
影
響
を
防
止
せ
ん
ざ
徹
せ
ば
、
植
民
地

に
て
は
其
の
民
度
及
経
済
上
の
實
力
に
相
悉
せ
る
凋
立
の

消
費
税
制
度
を
採
用

し
、
唯

母
国
に
於
て
高
率

の
消
費
税
を
賦
課
せ
る
貨
物
ε
同
種
の
植
晟
地
産
物
を
母
国
に
移

出
す

る
場
合

に
限
り
、
別
に
課
税
を
爲
す

の
制
度
を
設
く
る
こ
ε
に
依
り
、
母
国
の
消
費
椀
牽

こ
の
権
衡
を
保
た

し
む
る
こ
ど
ご
せ
ば
、
能
く
相
互
の
要
求
に
慮
じ
且
課
税
の
本
義
を
も
之
を
全
ふ
す
る
こ
ξ
を
得

べ
し
、
而
し
で

`



此
の
目
的
を
達
す
る
最
も
簡
便
な
る
方
法
の

一
は
、
出
港
椀
の
如
き
特
別
の
制
度
を
設
く
る
に
在
り
ご
す
。

ラ乙

直

接

税

(

間
接
税
が
植
民
地

の
財
政
上
に
極
め
て
重
要
な
る
地
位
を
青
む
る
こ
ご
は
以
上
説

述

せ

る

が
如
く
な
る
を
以

て
、
他
に
夏
仔
な
る
財
源
を
獲
見
す
る
こ
ε
能
は
ざ
る
所

に
於
て
は
、
其

の
歳
入
を
主
ε
し
て
間
接
税

に
仰
ぎ

っ

っ
あ
り
、
蓋
し
間
接
税
は
納
税
者
に
直
接
租
税
を
負
推
し

つ
つ
め
る
こ
ε
を
感
知
せ
し
め
す
し
て
、
不
知
不
識

の

間

に
之
を
納
付
せ
し
む
る
こ
ど
を
得
る
が
故

に
、
租
税
の
性
質
を
未
だ
了
解
す
る
に
至
ら
ざ
る
幼
稚
な
る
肚
會
に

在
り
て
は
、
徴
税
上
の
困
難
を
威
ぜ
し
む
る
こ
ε
な
く
し
て
比
較
的
容
易
に
牧
納
の

目

的

を

達
し
得

べ
し
ご
雄

も
、
直
接
税
は
納
税
者
各
自
が
租
税
の
性
質
及
其
の
必
要
を
理
解
し
、
且
私
有
財
産
の
観
念
の
獲
達

せ
る
所

に
於

て
初

め
て
布
敷

に
之
が
實
行
を
期
.侍
し
得

べ
き
を
以
て
な
b
、
租
税
に
翻
す

る

　
般
の
智
識
未
だ
進
歩

せ
す
、
私

有
財
産
権
及
之
に
劃
す

る
保
護
的
制
度

の
確
立
す
る
に
至
ら
ざ
る
植
民
地
に
於
て
は
、
直
接
税
は
其

の
賦
課
徴
牧

に
少
か
ら
ざ
る
困
難
を
感
じ
、
徒

に
無
益
の
勢
力
及
費
用
を
要
す

る
の
み
恥
ら
す
、
課
税
の
意
義
及
其

の
必
要
の

一
般

に
知
悉

せ
ら
れ
ざ
る
よ
り
、
往
々
住
民

の
反
射
を
招
き
植
民
地
の
統
治
上
に
禰
根
を
残
す
の
震
れ
な
し
芭
せ

.

す

、
是
れ
植
民
地

の
撒
態
未
だ
幼
稚
の
域
を
脱
せ
す
、
住
民
の
思
想
叉
極
め
て
軍
純
な
ゐ
所
に
在
り
て
は
、
斬
る

べ
く
直
接
税

ρ
賦
課
を
避
け
ん
`
す
る
所
塀

に
し
て
、
或

は
間
接
税
よ
り
も
寧
ろ
櫨
接
税
を
以
て
明
か
に
租
税
に

論

説

植
民
地
の
財
政
政
策
に
就
奇
て
(四
)

第
十
二
巻

(第
二
號
.

九
七
)

二
八
九



論

説

植
民
地
の
財
政
政
策
に
就
着
て
(四
)

、

第
十
二
巻

へ錆
二
號

九
八
)

二
九
〇

閲
す

る
観
念
を
、
一
般
人
に
與

へ
、
納
税
の
義
務

に
封
ず

る
訓
練
を
爲
さ
し
む
る
の
利
益
あ
b
ε
思
考
す

る
音
な
き

.

に
非
す

蓬
錐
も
、
交
明
國
民
間
に
於
て
も
直
接
税
の
往
々
種

々
の
議
論
を
生
せ
し
む
る
原

因

ε

な
る
を
思

ふ
時

は
、
此
の
如

き
見
解
は
少
く
こ
も
普
通
の
植
民
地

の
住
民
に
は
適
合
せ
ざ
る
も

の
ピ
構
せ
ざ
る
を
得
す
。

然
れ
こ
も
叉
他
方

に
於
て
は
植
民
地
に
必
要
な
る
経
費
は
、
共
の
開
獲
・し
共

に
益
々
膨
脹
す

べ
き
を
以
て
、
之

に
慮
す

べ
き
歳
入
を
箪
に
二
三
の
税
源

の
み
に
待

つ
こ
`
能
は
す
し
て
、
成

る
べ
く
慨
く
其
の
牧
人
源
を
捜
索
す

る
の
必
要
あ
b
、
於
藪
乎
、
植
民
地
の
獲
達

に
件
ひ
間
接
税
以
外
に
更
に
或
種

の
直
接
税
を
も
亦
之
を
併
せ
用
ひ

囁

ぎ

る
を
得
ざ
る
に
至
る
は
、
蓋
し
自
然
の
勢
ざ
謂

は
ざ
る
可
か
ら
す
、
而
し
て
植
民
地
に
於
て
は
最
初
は
人
の
既

得
及
管
渠
等
の
課
税
物
件

ε
な
す
に
足
る
も

の
多

か
ら
ざ
る
を
以
て
、
普
通
直
接
税
の
主
究
る
目
的
物
ε
な
り
得

る
も
の
は
土
地
・
家
屋
及
人
な
り
ε
す
。
.

ラ一

地
租

商
工
業
上
の
獲
達

に
於
て
未
だ
見
る
に
足
る

べ
き
も
の
な
く
、
原
始
生
産
業
を
以
て
殆
ん
ご
唯

一
の

産
業
ε
な
せ
る
普
通
の
植
民
地

に
在
り
て
は
、
土
地
は
最
も
重
要
な
る
富
源
を
形
成
し
、
之
よ
り
生
す
る
収
入
は

何
れ
の
植
民
地
に
於
て
も
直
接
棉
中
の
主
要
な
る
部
分
を
占
む
る
は
毫
も
怪
む
に
足
ら
ず
、
而
し
て
植
民
地

に
於

け
る
地
租
の
賦
課

に
關
し
て
も
亦
原
則
で
し
て
は
、
土
地

の
牧
盆
の
大
小
從
て
地

潰
の
高
低
を
標
準
ξ
す

べ
き
は

論
を
候
た
す

蓬
雌
も
、
此
の
原
則
の
適
用
は
植
民
地

に
謝
し
て
は
必
ず
し
も
絶
対
的
の
も

の
に
非
す
、
由
來
地
租

の
賦
課
方
法
に
付

き
て
は
或
は
土
地
の
面
積
を
標
準

だ
し
、
或
は
其
の
生
産
物
の
敷
畳
ヌ
は
償
格
を
標
準

ε
し
、

,
,



域
は
土
地

の
牧
盆
を
標
準
ε
し
て
之
を
課
す
る
等
の
諸
種
の
方
法
あ
り
ε
雌
も
、
是
等
分
何
れ
の
方
法
鯵
採
用
す

べ
き
か
は
全
く
各
植
民
地
の
實
.情

に
依
り
て
決
定
せ
ら
る

べ
き
問
題
に
し
て
、
純
理
上
よ
り
せ
ば
土
地

に
肥
痔

の

差
異
め
る
の
み
な
ら
す
、
交
通
運
輸
等
の
利
便

に
關
…し
て
も
異
な
れ
る
も
の
あ
る
以
よ
は
、
蟹
に
面
積
着
く
ば
生

産
物
の
数
量
の
み
を
標
準

ご
し
て
課
祝
す

る
こ
ε
は
、
負
捲

の
公
平
を
期
す
る
所
以
に
非
ざ
る
を
以
て
、
.克
く
納

税
者
の
捲
視
力
に
相
懸
す

べ
き
土
地
の
純
吸
盤
を
標
準

ご
し
て

課
税
せ
ざ
る

可
か
ら
ず

ε

云
ふ
に
蹄
着
す

べ
き

も
、
植
民
地
は
既

に
文
化
の

　
定
黙
に
達
し
だ
る
母
国
ご
異
な
り
、
通
常
面
積

に
比
し
て
入
口
少
く
、
從
て
土
地

の
肥
瘠
及
其

の
耕
作
方
法
の
如
何
等
に
因
る
牧
穫
の
差
異
を
、
課
税
上
の
重
大
要
件

ε
し
て
参
酌

せ
ざ
る
可
か
ら

ざ

る
が
如
き
程
度
に
迄
達

せ
ざ
る
も

の
も
敢
て
尠

し
ε
せ
す
、
叉
交
明
國
に
在
り
て
は
市
場
の
遠
逝
及
交
通
運
輸

の
便
吾
等
は
、
假
令
同
量

の
生
産
物
ピ
雌
も
之
よ
り
生
す
る
牧
盆

の
計
算
上
に
重
大
な
る
關
係
を
有
す
.る
も
の
ご

.

し
て
常

に
之
を
考
慮
中
に
加

へ
ら

る
る
も
、
植
民
地

に
於
て
は
是
又
前
者

ご
同
じ
一
左
迄
重
大
な

る
要
件

こ
な
す

に
足
ら
ざ
る
場
合
多
し
、
加
之
、
現
今
交
明
國
に
行

は
る
る
が
如
き
土
地
の
牧
盆
の
査
定
方
法
、
即
ち
土
地
よ
り

ら

生
す

る
全
牧
穫
中
よ
り
之

に
要
し
た
る

}
切
の
費
用
を
控
除
せ
る
残
額
を
基
礎
だ
し
て
地
儂
を
評
定
し
、
之
を
蘂

帳

に
録
し
て
課
税
の
標
準

恩
な
す
が
如

き
方
法
も
、
植
民
地
に
於
て
は
往
々
土
地
の
丈
量
及
地
目
の
編
成
等

に
互

額
の
費
用
を
投
ず
る
の
鯨
俗
な
き
の
み
な
ら
ず
、
土
地

の
生
産
力
の
測
定
・全
敗
盆
及
純
牧

盆

の
關
係
等
に
付
き

て
も
清
確
な
る
調
査
を
遂
げ
難
き
場
合
甚
だ
多
し
、
既
に
土
地
の
牧
盆

の
査
定
に
必
要
敏
く
可
か
ら
ざ
る
是
等

の

論

説

植
民
地
の
財
政
政
策
に
就
昏
て
(四
)

第
十
二
巻

(第
二
號

・
九
九
)

二
九
}

「



'

,

諦

観
.

植
民
地
の
財
政
政
策
に
就
ぎ
て
〔四
)

第
+
二
巻

(第
二
號

「
O
O
)

二
九
二

、
要
件
に
し
て
確
實
を
期
す

べ
か
ら
す
ε
せ
ぱ
、
假
令
此
の
方
法
に
擦
る
竜
到
底
課
税

の
公
雫
を
保
障
し
得

ぺ
か
ら

す
、
是
れ
母
国
に
於
て
は
土
地

の
純
牧
盆
を
標
準
ピ
す
る
課
税
主
義
を
採
用
す
る
に
拘
ら
ず
一
植
民
地

に
於
て
は

現
今
ε
錐
も
術
ほ
面
積
標
準
主
義
若
く
ば
生
産
物
標
準
ま
義
鯨
の
併
せ
行
は
る
お
所
以
に
し
て
、
女
化

の
程
度
に

著

き
差
異
め
る
植
民
地
の
土
地
課
税
問
題
を
考
察
す
る
に
當
b
て
は
、
純
理
上
の
要
求
以
外

に
植
民
地

の
實
情
を

,

國

参
酌

し
て
之
を

決
定

せ
ざ

る
可

か
ら
す

ε
な
す

所
以

の
も

の
も

亦
實

に
藪
に
存
す

。

因

に
、
植

民
地

に
於
け

る
地
租

に
關
し

て
は
各

地
其

の
制

度
を

一
に
せ
ざ

る
の
み
な
ら
す

、
文
典

の
名

梢
を

も
異

に
せ
り
、
例

へ
ば
印
度

及
瓜
臆

に
於

て
は
土
地

は
本
来
国
家

の
有

に
締

し
、住

民
は
唯
「地

主
」
(い
目
α
δ
五
)

た

る
国
家

よ
り
之
を
借

入
る
る

に
渦
ぎ
す

ご
の
観

念

よ
り
、
其

の
納

付
す

る
所

の
も

の
を
『
地

租
』
(国

民

訂
×
)

ご
呼

ば
す

し

て
、

印
度

に
て
は
『
土
地
歳

入
」

〔ピ
署
α

掃
く
Φ2
①
)
、

瓜
睦

に
て
は
『
借
地

料
」

(目
窪
窪
「o昌
ご
・
ざ

稗
す

る

の
類
是
れ
な
り
。

欝

露

に
於
て
は
土
地
古
套

〔ぎ

穿
。一堂

の
政
府
に
納
付
す

べ
き
晟

入
』
の
額
は
、
其
の
薯

の
永

久
的

な

る
ご
否

ε
に
依

り
て
差
異
あ

り
、
永
久
的
占

有

の
場
合

に
は
納
付

額
も
亦

一
定
不
攣

に
し
て

、
假
令
土

地

の
債
幣

の
騰
貴

す

る

こ
ざ
め

る
も
政
府

の
牧
人

は
之

が
爲
め

に
増

加
せ
す

、
而

し

て
其

の
牽

は
既

耕
地

一
工

一
声

ー
に
付
約

　
ル
ー
ピ
ー
、
帥
「ち

之
を
土
地

よ

り
生
す

る
…収
入

に
劃
す

る
割
A
P
を
以

て
表
一ホ
せ
ぱ

、
全
敗

入

.
の
約

二
十

四

分
の

一
に
該
當
す
、

一
時

的
占

有

の
土
地

は

・.N
四
義
・
轟
眺
.
及

・.寄

幽思
耳
詮

、一
(9
..∂

δ
ヨ

ぎ

.、)



の
二
種
に
分
た
れ
▼
前
者
帥
ち
主
ε
し
て
永
久
的
占
有
者
に
依
る
借
地
の
行
は
る
る
地
方
に
劃
し
て
は
や
最
初

は
相
當
重
き
負
捨
を
爲

さ
し
め
た
る
も
漸
次
軽
減

せ
ら
れ
、
終

に
原
則
ε
し
て
は
既
耕
地

↓
エ
ー
カ
ー
に
付
約

】
ル
ー
ピ
ー
三
分
の
二
、
即
ち
之
を
土
地

よ
b
生
す

る
牧
人
に
封
ず

る
割
合
を
以
て
表
示
せ
ば
、
全
牧
人
の
約

十
分
の

一
乃
至
十
二
分
の

一
に
該
賞
す

る
も

の
.を
政
府

に
納
付
す

べ
き
こ
ε
を
定
め
π
る
も
、
實
礫
土
に
於
て

は
諸
種
の
事
情
の
爲
め
に
之
を
強
制
す
.る
こ
だ
能
は
す
し
て
、
政
府

の
故
人
は
通
常
此
の
標
準
以
下

K
在
り
、

後
盾
即
ち
主
こ
し
て
小
作
人
に
依
る
借
地
の
行
は
る
る
地
方
に
於
て
も
、
.既
耕
地

一
エ
i
ヵ
1
に
付
約

一
ル
ー

陶

ゼ
ー
三
分
の
二
を
以
て
政
府
の
徴
牧
額
の
標
準
ε
な
す
も
、
是
叉
前
者
ε
同
じ
く
實
際
上
に
は
張
行
せ
ら
る
る

に
至
ら
す
、

】
時
的
占
有
の
期
間
は
通
常
三
十
箇
年
に
し
て
、
特
別
の
事
情
あ
る
場
合
に
は
其
の
期
間
を
短
縮

ズ

す
、
「土
地
歳
入
」
以
外
に
印
度

に
於
て
は
進
路
・森
林
及
激
育
費
等

の
爲
め
に
別
に
地
方
.的
.の
課
税

(∩
①・。。。
)
を

土
地

に
負
擢
.せ
し
む
、
其
の
率
は
「
土
地
歳
入
」
の
四
分
乃
至

】
.割
四
分
置
す

、
要
す
る
に
印
度
に
於
け
る
土
地

占
有
者
の
負
擢
は
其

の
民
度
及
脛
濟
土
の
實
力
に
比
較
し
て
決
し
て
輕
微
な
b
ε
吉
ふ
を
得
す

、
暴
れ
從
來
印

度
に
屡
力
襲
來
す

る
饑
饉
の
鰺
害
の
如
き
も
、
其
の

一
部
は
斯

か
る
過
重
の
負
捲

に
依
ゆ
て
民
力
を
消
耗
せ
し

む
る
に
因
る
ざ
の
読
を
生
ぜ
し
む
る
に
至
れ
る
所
以
な
り
ざ
す
。

　

コ

の

　

　

　
　

　

　

佛
傾

ア
ル
ヂ
エ
リ
ー
に
於
て
は
土
民

の
負
推
す

る
地
租
は
之
を

〉
。
ぎ
霞

ε
補
し
、
る
訂
謹
話

(約
十
町
)
を

輩
位
こ
し
て
計
算

せ
ら
る
る
既
耕
地
に
賦
課
せ
ら

る
馬
而
し
て
其
の
課
税
は
原
則
こ
し
て
は
生
産
物

の
多
寡

を

齢

臨

植
民
地
の
財
政
政
策
に
就
き
て
〔四
)

第
+
二
巻

(第
二
號

一
q

ご

二
九
三

「

r



F

論

説

植
民
地
の
財
政
政
策
に
就
看
て
(四
)

第
r
二
巻

(第
二
號

「
Q
二
)

二
九
四

標
準

こ
す

る
が
故

に
、
歳

の
豊

凶
に
鷹

じ
て
徴

税

額
を

一
に
せ
す

、
黙

れ
こ

も

一
般
的

に
之
を
論
ず

る
時
は

ア

ル
デ

ェ
リ

ー

に
於

け

る
地
租

も
亦
印

度

に
於

け
る

ざ
同
じ

く
、

土
民

の
撚
税

力

に
比

し
て
過
重

の
譏

り
を
免

れ

の

　

り

　

ナ

リ
　
プ

　

す
。
チ
ュ
ー

ニ
ス
に
於
て
も
生
産
物
を
標
準
ご
せ
る
諸
種
の
地
租
存
す
、
即
ち
橄
欖
及
棄

に
謝
し
て
は
囚
ゴ
磐
o
口
P

穀
類

に
謝
し
て
は

〉
島
〇
二
『
ε
構
す

る
税
を
課

し
、
殊
に
後
者

に
就
き
て
は
若
し
農
民
が
佛
國
製
の
農
具
を
使

用
す
る
場
合
に
は
其
の
負
櫓
額

の
九
割
を
免
除
し
、
以
て
優
良
な
惹
農
具
の
使
用
を
奨
倒
せ
ん
ご
す

る
目
的

に

一
部
之
を
利
用

せ
b
、
其
の
他

チ
ュ
ー
ニ
ス
の
地
租
は
地
方

に
依
り
て
異
な
れ
る
を
以
て
頗
る
複
雑
を
極
む
。

　

り

の

　

む

蘭
領

瓜
畦

に
於

て
従
来
行

は
れ
だ
.る
『
借
地
料
」
(即
ち
地

租

)制
度
中
景
も

興
味

め

る
も

の
は
、
同

島

の
英

国

の
治

下

に
在
b
し
時
代

に

ラ
ッ

フ̀
ル
ス

〔し∩
マ
ω
ド9
ヨ
♂
a

即
"由
ω
・。
)
に
依
り

て
劃

定

せ
ら

れ
た
る
制
度
を

、

一
八

七

二
年

の
法
律
を

以
て
更

に
補

正
し
た

る
も

の
是

れ
な
り
、
即

ち
該

法
律

に
擦

れ
ば
土
地

の
肥
痔

に
慮
じ

て
全

村
落

を
十
級

に
分
ち
、
最

下
級

は

一
じd
9
竃

の
面

積

黒
付

十

フ

ロ
リ

ン
乃
至

二
十

フ

ロ
リ

ン
の
牧
獲

あ
る
も

の

ざ
し

、
実

れ
以
上
十

フ

ロ
リ

ン
を
増
す

毎

に

]
級

を
進

め
、
最

上
級

は

一
bご
。
自署

に
付

百

フ

ロ
.リ
.ソ
以

上
の
牧

獲

あ

る
も

の
ε
す

、
而

し
て
地

租
は
當
該
村
落

の
麟
す

る
等
級
中

の
最

低

放

獲

の
五
分

の

一
を
以
て
定
率

ε

す
、
例

へ
ば
藪

に
二
百

調
。
暑

の
面
積
を
有

せ
る

村
落
あ
b

て

…
切
。
白
毛

の
牧
獲

を
半
均

二
十
六

フ

・
リ
ソ
ε

ほ

ノ

せ
ば

、
此

の
村
落

の
属
す

る
等

級

の
李
均

最

低

牧

獲

は
二
十

一
フ

ロ
リ
ン
な

る
を
以
て
、
之

に
全

面
積

二
百
.

切
。
二芝

を
乗
じ
た

る
撒

即
ち
四
千

二
百

フ

ロ
リ

ン
の
五

分
の

一
(八

百
四

+

フ

ロ
リ
ン
)
を
以
て
該

村
落

全
禮

の

「



噂

負
推
す

る
地
租
額
ε
な
す

の
類
暴
れ
な
り
、
該
法
徳
は
其
の
後
屡

々
修
正
せ
ら
れ
、
殊

に
土
地
の
牧
獲

の
決
定

に
付
き
て
は
最
初
よ
り

一
定
の
準
則
を
設
け
す
し
て
、
杢
一
地
方
に
於
け
る
官
吏
`
村
民
間

の
協
議

"
依
り
て

之
を
評
定
せ
し
ψ
た
る
よ
り
、
後

に
は
之
が
爲

め
に
諸
種
の
弊
害
を
生
す
る
に
至
b
π
り
ざ
錐
も
、
村
落
を
以

て
政
治
的
及
肚
會
的
生
活
の
軍
位
ご
な
し
た
る
結
果
、課
税
の
如
き
も
個
々
の
住
民

に
謝
し
て
課
す
る
よ
り
は
、

寧
ろ
住
民
を

一
團
ご
し
て
之
に
賦
課
す
る
方
法
を
探
り
た
る
こ
ε
は
、
租
税
観
念
未
だ
獲
達

せ
す
從
て
徴
税
の

爲

め
に
比
較
的
多
く
の
費
用
を
要
す

る
植
民
地
に
於
け
る
課
税
方
法

ざ
し
て
は
、
参
考

に
値
す

べ
き
も
の
な
し

ε
せ
ざ
る
な
り
。

、

じ　

　

　

り

り

　

　

　

　

我
が
國
の
植
民
地
は
比
較
的
椎
覧
少
L
た
る
地
租
の
制
度
を
有
す
り
塁
灘

に
於
て
は
從
來
土
地

に
一劃
す
る
権
利

は
頗
る
錯
綜
し
、
從
て
地
租

の
如
き
も
甚

だ
不
正
確
な
る
標
準

の
下
に
徴
検

せ
ら
れ
た
る
以
て
、
清
朝
時
代
に

於
て
既
に
土
地
調
査
の
必
要
を
戚

じ
、
光
緒
十

】
年
劉
銘
僖
の
毫
漣
巡
撫
巴
な
り
て
其
の
任
に
萢
む
や
、
諸
般

の
行
政
の
振
興
を
計
る
ざ
共

に
土
地
制
度
の

一
大
刷
新
を
企
て
、
前
後
六
箇
年
鯨
の
長
日
月
を
費
し
て
所
謂
清

賦
事
業
な

る
も

の
を
完
成
し
た
ゐ
ご
錐
も
、
是
等
の
薄
書
の
多
く
は
我
が
占
領
當
時
或

は
兵
火

に
罹
り
、
或
は

匪
徒
の
掠
奪
に
遭
ひ
、
.
或
は
藩
官
吏
の
隙
医
す

る
所
ε
な
り
て
散
逃
し
陀
る
を
以
て
、
當
初
は
地
租
を
徴
牧
す

る
に
も
何
等
の
嫁

る
べ
き
も
の
な
く
、
止
む
を
得
す
僅

に
残
存
せ
る
断
片
的
の
薄
書

ご
住
民
の
申
告

ざ
に
依
り

て
徴
税
を
駕
す
の
他
な
き
歌
態
に
在
り
し
か
ば
、
土
地
調
査
事
業
は
最
も
緊
急
を
要
す

る
重
大
問
題

ε
し
て
注

諦

観

植
民
地
の
財
政
政
策
に
就
さ
て
(四
)

第
†
二
巻

(第
二
號

一
〇
三
)

二
九
五

¶



論

誠

,植
民
地
の
財
政
肇

に
撃

て
西

)

筆

二
巻

(第
二
號
.
δ

四
)
、
二
九
六

意
せ
ら

る
る
に
至
れ
り
、
嘉
灘
の
開
拓
鳳
元
ご
支
那
の
移
.住
民
に
負

ふ
所
天
に
し
て
、
最
初
は

『
紳
民
』
即
ち

『
墾
首
」
等
が
土
地
開
墾

の
特
権
を
得
、
之
を

『
墾
戸
』
即
ち
事
實
上
の
開
墾
者
に
分
給
し
て
開
墾
に
従
事

せ
し

め
、
紳
民
等
は
墾
戸
よ
b
相
殺
を
牧
め
納
税
の
義
務
は
自
ら
之
を
負
櫓
せ
し
が
、
墾
月
中
に
は
更
に
其
の
土
地

を
他
人
に
貸
興

し
て
小
作
料
を
撒
散
す

る
者
を
も
生
じ
た
る
よ
り
、
墾
首

の
牧
む
る
相
殿
即
ち
『
大
租
』
に
謝
し

て
墾
戸

の
牧
む

る
小
作
桝
を
『
小
租
」
ε
栴

し
、
之
よ
り
又
前
者
を
『
大
相
月
」
後
者
を
『
小
相
月
」
ご
呼
ぶ
に
至
れ

り
、
故
に
大
組
戸
は
土
地
の
所
有
者

に
し
て
小
組
戸
は
其
の
占
有
者
拠
る
に
過
ぎ
す

ご
錐
も
、
歳
月

の
経
過
ご

共

に
土
地

に
謝
す
る
事
實
上
の
権
利
は
日
常
土
地

ご
最
も
密
接
な
る
關
係
を
宿
せ
.る
小
組
戸

に
移
り
、
.大
組
戸

は
唯
其
の
所
有
者
た
る
名

に
於
て
小
組
戸
よ
り
大
租
を
牧
む
る
羅
利
を
有
す

る
の
み
ご
な
れ
り
、
斯
く
し
て
同

一
土
地
の
上
に
併
存

せ
る
大
.租
戸
の
権
利
ε
小
組
戸
の
擢
利
ご
は
、
互

に
分
離
し
て
萱
買
譲
渡
の
目
的
物

こ
な

る
に
至
れ
る
よ
り
、
彼
等
は
相
互
に
鬢
除
上
の
権
利
者
を
確
卸
せ
ざ
喝
が
如
き
不
都
合
を
生
じ
、
其

の
結
果
終

に
大
相
月
は
小
組
戸
よ
レ
確
實

に
相
殺
を
牧
む
る
こ
ε
能
ぽ
ざ
る
に
拘
ち
す
、
自
己
は
土
地
所
有
者

志
し
て
政

府

に
劃
し
て
は
納
税

の
義
務
を
負
推
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
が
如
き
状
態
に
陥

る
に
至
れ
り
、
清
賦
事
業
は
此
の

.

如
き
弊
害
を
矯
正
せ
ん
が
爲
め
に
企
害
せ
ら
れ
π
る
も
の
な
る
も
、
其

の
効
果
を
放
む

る
の
暇
な
く
し
て
同
島

を
我
が
國
に
割
譲
し
π
る
を
以
て
、
我
が
領
有
後
は
土
地
に
閲
す
る
権
利
關
係
を
明
瞭
な
ら
し
む
る
こ
£
を
先

決
問
題
ε
し
、
明
治
三
十

一
年
以
降
土
地
調
査
事
業

に
全
力
を
鑑
く
し
同
三
十
七
年
に
至
b
て
該
事
業
和
完
成



「

す

る
ξ
共
に
、
之
が
附
帯
事
業
ご
し
て
從
來
弊
害
の
根
源
を
成
し
た
る
大
租
権
の
買
牧
整
理
及
地
租
改
正
の
事

業
を
も
之
.を
成
就
す
る
こ
ざ
を
得
た
り
、
蓋
し
土
地
を
調
査
し
て
地
籍
を
明
か
に
し
、
大
租
権
を
買
牧
し
て
土

地

の
一
重

長
握
を
除
き
た
る
以
上
は
、
更

に
裸
視
の
公
李
を
期
す

る
が
矯

め
に
合
理
的
の
地
.租
制
度
を
創
寇
す

べ
き
は
當
然
の
順
序
π
る
ぺ
け
れ
ば
な
り
、
而
し
て
塁
灘

に
於
け
る
地
租
賦
課
の
標
準
は
土
地

の
牧
盆
を
圭
`

し
、
之
に
多
少
小
作
料

を
斟
酌
し
て
定
む
る
主
義
を
採
用
せ
る
を
以
て
、
此

の
黙
よ
り
論
ず
る
時
は
植
民
地
の

地
租
制
度

ξ
し
て
は
頗

る
進
歩
し
た
る
も
の
こ
吉
口
憾
ざ
る

べ
か
ら
す
、
土
地
の
吸
盤
を
知
ら
ん
ご
徹

せ
ば
生
産

物

の
数
量
及
債
格
を
知

る
の
必
要
め
る
を
以
て
、
数
量
の
調
査
に
は
土
地
調
査

の
際

に
於
け

る
牧
穫
調
査
を
基

礎

ε
し
て
更

に
全
島
に
就
き
て
再
調
査
を
篤
し
、
其
の
数
量
中
よ
り

一
般
に
小
作
料

の
二
割
に
相
當
す

る
も
の

を
控
除
し
、
叉
債
格

に
翻
し
て
は
既
往
五
箇
年
間
の
取
引
債
絡
を
営
業
者

に
就
き
て
調
査
し
、
其
の
季
増
額
中

よ
り
二
割
を
整
除
し
た

る
も
の
を
以
て
地
租
賦
課
の
標
準
ε
な
せ
り
、
此

の
如
く
藪
量
及
贋
幣
に
於
て
各
二
割

を
控
除
し
π
る
は
、
凶
年
若
く
ば
贋
格
の
下
落

に
際
し
て
其
の
苦
痛
を
緩
祐
ぜ
ん
ご
す

る
の
主
旨
に
出
で
た
る

も
の
な
b
、
以
上
の
標
準
額

に
照

し
税
率
は
田
は
六
分
乃
至
八
分
、
畑
は
五
分
乃
至
七
分
、
養
魚
池
は
四
分
乃

至
八
分
こ
し
、
田
畑
は
十
等
に
養
魚
池
は
之
を
七
等
に
分
ち
て
課
税
す
る
こ
ご
ξ
定
め
た
b

(
明
治
三
十
七
年

十

一
月
律
令
第
十
二
號
藁
灘
地
租
規
則
)
、
暴
れ
賓
に
毫
濁

に
於
け
る
合
理
的
の
地
租
制
度
の
初

め
に
し
て
、

其
の
後
市
街
地
の
地
償
の
騰
貴
に
伴

ひ
、
、蕾
慣
上
家
屋
の

一
部
ε
看
做
し
て
課
税
す

る
こ
ε
な
か
り
し
建
物
の

舗

訊

植
摂
地
の
餅
敏
政
策
に
就
き
て
(四
)

粥
十
二
巻

(第
二
號

一
〇
五
)

二
九
七

,
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二
九
八
、

敷
地

に
野

レ
て
も
亦
地
租

を
課
す

る
の
必

要
あ

る
を

謝

め
、
大

正

四

年

に

至
り

て
建
物
敷
地

を
七

十
等

に
分

ち
、
各

其

の
甲
敷

に
慮
じ

て
地
租

を
賦
課

す

る
こ
ご

ε
定
め

た
り
。

騨

に
於
て
は
古
家
『結
』議

郡蜷
篠
警
%謙

語
謹
球
磨
誕

穀
論
難

幅
轟
欝
要
購
戒

撫

慰
酷
癖
甜
軌
戴
餅響
毒

断徹
膜
計
褥
惣
鍵

馨

畿
麟
榔
騒

初
蝶
噸
)
を
以
て
縫

(即
ち
地
租
)
賦
課
の
標
準

ε
な
し
、
當
初
は
物
納
制
度
に
依
り
し
も
後
に
之
を
金
納
制
度

に
改

め
、

一
結
當

の
物
納
額
を
其
の
常
時
の
僧
.格
に
換
算
し
、
之

に
交
通
運
輸

の
便
否
鯨
を
斟
酌

し
て
其
の
額
を
決
定
し
た
り
、

而
し
f
地
視
を
賦
課
す
る
墓
帳
即
ち
『
量
案
」
は
二
十
年
毎
に
之
を
改
訂
す

る
制
度
な
り
し
も
、
實
礫
土
に
於
て

は
共
の
改
訂
豫
期
の
如
く
な
ら
ざ
り
し
よ
り
、
毎
年
地
税

の
徴
牧
期
に
至
b
て
納
税
額
及
納
税
者
等
を
調
査
す

る
の
方
法
に
依
り
穴
り
、
撚
れ
こ
も
其
の
後
之
が
調
査

の
任

に
當
る
官
吏
及
監
督
者
聞
に
、
結
敷
を
詐
定
隠
匿

し
て
税
額

の

一
部
を
私
す
る
等
の
弊
風
を
生
じ
、
爲
め
紅
政
府
は
豫
定
の
歳
入
を
得
る
こ
ε
能
は
ず
し
て
常

に

財
政

の
窮
乏
に
苦
み
し
が
、
明
治
三
+
七
年
日
韓
協
約

の
成
る
に
及
び
、
日
本
政
府
の
推
薦
し
た
る
財
政
顧
問

㊨
意
見
を
入
れ
て
財
政
の
整
理
に
着
手
し
、
同
三
十
九
年
統
監
府
の
設
置

ε
共
に
益
々
整
理
の
進
捗
を
見
、
次
冊

同
四
十

一
年
に
は
地
租
徴
牧
墓
帳
調
製
規
定
を
定
め
て
、
結
敷
の
隠
匿
及
地
租
の
浦
脱
を
絶
滅
せ
ん
こ
ざ
に
努

め
把
b
、
然
る
に
併
合
後
は
、更

に
根
本
的

に
地
税
制
度
を
政
定
す

る
の
必
要
を
感
じ
、
課
税
地

の
形
歌
.位
櫃
等

を
明
か
な
ら
し
む
べ
き
見
取
圖
を
作
成
し
、
結
轍
及
結
傾
の
整
理
を
駕
す
ざ
共

に
小
作
人
を
納
税
者
ご
す

る
從



來
の
慣
例
を
改
め
、地

税
納
付
の
義
務
は
之
を
結
敷
連
名
簿

に
登
録
し
た
る
地
主
を
し
て
負
癖
せ
し
め
、
且
其

の

賦
課
減
免
等
に
關
す
る
根
本
法
規
ビ
も
爾
す

べ
き
地
貌
令
を
制
定
公
布
す
る
導
、
税
制
の
改
革

に
關
し
て
は
頗

る
意
を
用
み
た
り
ε
難
も
、
如
何
せ
ん
土
地

に
封
ず

る
基
本
的

の
調
査
未
だ
行
は
れ
ぜ
b
し
ょ
り
、
課
税
の
基

礎
権
貴
な
り
ε
爾
す
る
を
得
Ψ
、
故

に
明
治
四
十
三
年
度
以
降
約
九
箇
年
間

の
織
綾
事
業
こ
し
て
朝
鮮
全
土
に

亘
る
土
地
調
査
を
計
書
し
、
大
正
七
年
に
至
り
該
事
業
の
完
了

ε
共

に
十
地
塁
帳
及
地
籍
圖
も
亦
完
備
し
た
る

を
以
て
、
同
年
地
税
令
を
改
正
し
從
京
の
課
税
標
準
た
る
結
を
膜
し
て
土
地
毫
帳

に
登
録
し
た
る
地
償
留
標
準

ε
す
る
主
義
に
改

め
、
地
境
の
率
は
全
道
を
通
じ
て
地
領

の
千
分
の
十
三
ε
し
、
藪
に
初
め
て
課
税
額
を
し
て

土
地

の
牧
盆
に
適
惹

せ
し
む

べ
き
地
税
制
度

の
確
立
を
見
る
.に
至
れ
り
」
其
の
他
市
街
地

に
關
し
て
も
從
來
は

墓
潟
に
於
け
る
ε
同
じ
く
地
挽
を
負
招
せ
し
め
ざ
る
を
本
則
ε
し
た
る
も
、
地
儂
の
騰
貴

に
俘

ひ
市
街
地
外
の

土
地

ξ
負
推
の
権
衡
を
保
た
し
む
る
ご
共
は
歳
入
の
増
加
を
計
る
の
必
要
上
、
大
正
三
年
市
街
地
槍
合
を
制
定

し
、
各
土
地

の
時
償
を
基
礎

ご
し
て
決
定
し
た
る
地
償
を
標
準

・し
し
て
其
の
千
分
の
七
を
賦
課
す

る
こ
ざ
ざ
な

れ
り
。

由
是
観
之
、
我
が
.國
の
植
民
地
に
於
け
る
地
租
の
制
度
は
、
他
国
の
植
民
地
に
於
け
る
よ
り
も
遙

に
雄
止少
し

た
る
も
の
こ
吉
ふ
を
得

べ
し
。

論

説

植
民
地
の
財
政
政
策
に
就
き
て
〔四
)
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